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＜連絡事項＞

・10/11(木)　 関口禅様の退所時ケア会議が青山荘交流室にて16:00から開催予定。

（デイケア参加スタッフ：川井）

· 10/12(金)　 田澤勝敏様のケア会議が青山荘交流室にて開催予定。（デイケア参加スタッフ：上平）

· 10月11日（木）清水泰雅とご家族がデイケアを14時から見学予定。

· 10/12(金)　食事サービス提供委員会が開催予定。

· プログラムについてのスタッフ用アンケートを実施。今週中までに木村・中野渡に提出する事。

＜利用者様情報＞

秋山　和子様～10/5（金）スタッフに母親とケンカしたと相談に来られている。内容は「母に反発した。母に”私を生んでないでしょ？姉と妹だけ産んだでしょ？私は三浦ともかずと百恵の子供だから、百恵の家に帰して欲しい”っていった」母に対して、「ぶんなぐりたくなる」と話されていたとの事。また、「昔働いていた埼玉に帰りたい」「母より先に死にたい。一人になりたい」とも話されたとの事。

母様に以上のことについて電話してもらいたい旨を話される為、母様に電話している。母様に兄弟のことを話してきていたが、何を言っているのかよくわからなかった為、ケンカだとは思っていなかったとの事。自宅では大きな変化はないが、夜間21時、0時、3時に起床しコーヒーを飲む習慣が以前よりあり、疲れがあるのではないかとの話聞かれている。変化のあった際や相談のある際にはいつでも連絡いただきたいことを伝えている。

　　　　　⇒本人より母様と定期的に電話連絡や手紙でデイケアの様子を伝えて欲しいと希望があるため、検討を行っていく。

村田　昭一様～世話人より10/5（金）に仕事中に梯子から転落したということについての情報提供あり。10/5（金）仕事中に梯子から１mほど下へ仰向けに落下し、腰を打ったとのこと。その後受診はしておらず、グループホーム内で寝て過ごしていた様子があり、歩行等の活動には支障がなく痛みも緩和してきているとのこと。歩行状態もふらつきや動作緩慢さ、違和感もなく支障が見られなかったとの事。腫脹や内出血等もないと口頭で確認を行っており、腰の状態を見て確認したいことを伝えると「いいや」と拒否していたとの事。病院受診を促しているが、「大丈夫だ」と話し、受診には消極的な様子が見られたとの事。また、服薬確認を行うと10/7（日）昼食後薬に忘薬見られ、次回外来日に主治医へ報告すること、薬包を提出するよう伝えたとの事。
清水　泰雅様～病院ソーシャルワーカーから情報提供あり。先日、主治医面談を実施。病棟・外泊中での様子は落ち着いており、主治医より退院許可が出たとの事。10月末に退院を予定しており、今後は、以前に引き続き、デイケア(5回/週)と訪問看護(2回/月)を利用していく予定との事。デイケア利用にあたり、退院後に安心して新しい青陽館を利用して頂けるよう、入院中にご本人と2～3回程度デイケア見学を実施したいと希望あり。

10月11日（木）14時に家族（母親）同伴で見学と予定との事。

北嶋　剛様　～本人より電話連絡あり。10/12（金）に青陽館への通所を考えていたが、その日に母親が送迎できない為、通所できなくなったとの事。10/19（金）の午後に母親同伴で青陽館を見学したいと希望との事。

長瀬紘一郎様～本人より「青明舎が定期的に訪問できないのであれば、毎週来ている中年のデイケアの女性にお金を払ってやってもらうように母親から電話があった」と話していたとの事。

　　　　　　　⇒ご家族に事実確認を行う。

本多　富美様～デイケアスタッフに佐藤節子様のとの関係について相談している。佐藤節子様から身の回りのことや男性関係のことについて頻繁に電話や連絡が来て困っているとの事。デイケアのスタッフに相談したことで本人は「スッキリした」と話していたとの事。またデイケアのメンバーと韓国旅行に行きたいと相談している。

　　　　　　　⇒佐藤節子様の電話やメールについては電源を切るなど本人の負担にならないように工夫するように説明している

　　　　　　　⇒韓国に行きたいという希望については主治医に相談するように促している。

神山　和典様～両上肢・首の後ろの日射湿疹について、外側部のみであった発疹箇所が、本日確認時には内側部にも見られている。「首の後ろには（軟膏を）塗っているけど、腕には塗っていない。」と話すため、出来るだけ患部に塗布するよう促している。

＜給食サービス委員会＞

○良かった点

· カレーがおいしいと評判だった。

○悪かった点

· 赤飯の味がなく、ごま塩を無かった為メンバーから不評だった。

· 食器の汚れが改善されていない。

· セレクトが全てＡで食事がきていた。

· 内容量の表示の個数が間違っており、食材が不足した。

· 同じメニュー（カレー）でも表示された内容量に２倍の差があった。

＜伝達講習会＞

転倒予防教室

講師：小向由紀ＳＧＭ

転倒予防教室の対象者は、地域に住んでいる高齢者等。

転倒予防教室は、３ヶ月間を１クールとして実施するもの。

・歳をとると転びやすくなります
　　　なぜ転びやすくなるのか→歳をとると身体機能が低下する
筋力・柔軟性・持久力・協調性・平衡機能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾊﾞﾗﾝｽの低下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転びやすくなる
・転ぶとどうなるのか→転ぶと骨折しやすい
・骨折しやすい部位は？→・前方に転ぶ→膝・手
　　　　　　　　　　　　　　　　　・後方に転ぶ→腰・足
　　　　　　　　　　　　　　　　　・側方に転ぶ→大腿・肩
・特に腰や下肢を骨折すると歩けなる期間が長くなる

　それをきっかけに寝たきりや認知症などになってしまう場合がある
・どのような時に転ぶのか→・転びやすい場所・・居間・廊下・トイレ・浴室

・転びやすい動作・・歩行時・立ち上がり時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・方向転換時（呼ばれたとき振り向くときなど）
・転びやすい環境→歩く所に邪魔な物がある絨毯の端、電気コード、夜トイレに行く時の暗い廊下、浴室の浴槽、洗い場
・転びにくくするには→①運動
運動を行う→身体機能の維持・向上→転びにくくなる→活動的な生活が送れる→

運動意欲が向上→運動により骨への刺激が増えると骨も強くなり、骨折の予防に

もつながる

　　　　　　　　　　　　　　　　※骨を強くするには？
・運動により、骨に負荷がかかる事により強くなる
・カルシウムが含まれた食品をとる
・日光にあたることにより皮膚でﾋﾞﾀﾐﾝDが合成されカルシウム吸収が活発になる（牛乳を飲み、日光に当たると効果的と言われている）

②　環境改善
・歩く所の邪魔な物は取り除く
・電気コードは床を這わせない
・絨毯の端・カーペットはまくれないように

③肥満の改善
・肥満になると転倒しやすい

○転倒予防教室
＜進めるポイント＞
①マンネリ化に注意（様々なプログラムを提供していく）
②目的の説明～モチベーションを高く
③介助者を多くする（特に初期は）
④参加者同士のふれあいを持たせる
⑤徐々にレクレーション要素を取り入れていく（競争などをしてもらい楽しめるプログラムを提供する）

○運動前後にはストレッチ
・ストレッチを行うことにより、身体が柔軟になり血行が良くなり緊張がほぐれ、筋肉痛などが予防できます
・自然にリラックスして息を止めないで、ゆっくりと引き伸ばすように行いましょう

○健脚度測定
・1　10ｍ全力歩行
・2　最大1歩幅（両足）
・3　踏み台昇降（40ｃｍまたは20ｃｍ）

1　10m全力歩行
・直線10mの最初と最後にラインを引き全力で歩く
・2人1組となり一人がタイムを測定する
※慣れるまでは測定者は一緒に歩く

60～64歳までの高齢者で５段階評価の５の数値は4．0秒

2　最大1歩幅
・両足そろえた所から片方の脚を最も大きく踏み出し、反対側の脚をその横にそろえます。その距離を測　定します

※両足実施
脚を踏み出す際、反対側のﾊﾞﾗﾝｽを注意して見る

60～64歳までの高齢者で５段階評価の５の数値は128ｃｍ

3　踏み台昇降
・40㎝又は20㎝の高さの台を昇り、両足揃え直立し向こう側に降ります

◇健脚度は転びやすさの評価であり、この結果により運動プログラムが決まるのではない

※60～64歳までの高齢者で５段階評価の５は『1人でしっかり降りることが出来る』

　　　　　　〃　　　　 １段階評価の１は『行うことが困難である』

・転倒予防の為の運動

・転倒しないためには

・バランスが大事である。
　 ・バランス力を養う運動

1　座位訓練
＜　姿勢＞
足の裏をしっかり床につけ、背筋を伸ばし
まっすぐ前を見て座る
①身体を左右にゆらす運動
②前後にゆらす運動
③①②が問題なく出来れば、椅子の上に座布団を敷く・ボールの上に座るなどﾊﾞﾗﾝｽをとりにくくし、①②の運動を行う

2　四つん這い訓練
＜姿勢＞
顔を挙げ、背をまっすぐにする
①座位訓練と同様に行う
②右手のみ挙げﾊﾞﾗﾝｽをとる　
③右足のみ、右手と左足を挙げﾊﾞﾗﾝｽをとる
④右手・右足を挙げﾊﾞﾗﾝｽをとる
※　無理せず行い、必ず介助者はそばで見守る

3　立位訓練
＜姿勢＞
安楽な姿勢→脚を広げて立つ
①片足立ち
②つま先立ち・かかと立ち（壁に向って手をついて立っても良い）
③脚を1歩踏み出し身体を揺らしﾊﾞﾗﾝｽをとる（前後左右）

・上級編
①2人1組又はグループになり、脚を1歩踏み出しボールを投げる
②2人1組で背中をつけて立ち、振り向いてボールを手渡す
※ボールは小さい物から大きい物に変えると難しくなる
　ゲーム要素を加え競争を取り入れると盛り上がる

○効果的に進めるには
・1　「運動は厳しい」とは言ってはいけない
　　　　　継続する事が重要である
・2　定期的な評価が必要
　　　　　変化を早期に見つける
・3　褒める
　　　褒めてその気にさせる









